
船舶事故等調査報告書 

平成２３年１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第７９号 

事故等種類 転覆 

発生日時 平成２２年５月１５日 ０８時００分ごろ 

発生場所 静岡県御前崎市御前崎港防波堤Ｂ灯台から真方位０９２°１,４００ｍ付近

（概位 北緯３４°３７.３′ 東経１３８°１４.５′） 

事故等調査の経過  平成２２年５月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 岡村
おかむら

丸、１.１トン 漁船 

ＳＯ３－２２０３５（漁船登録番号）、個人所有  船舶番号、船舶所有者等 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 なし 

 損傷 船外機及び電装品濡損 

 事故等の経過  本船は、船長１人が乗り組み、御前崎港東方沖で操業を終え、機関を微

速力前進にかけて右舵をとったとき、船首左舷方から波が打ち込み、海水

が右舷側に滞留して船体が右舷側に傾斜した状態で、引き続く波を左舷方

から受け、平成２２年５月１５日０８時００分ごろ、右舷側に転覆した。 

船長は、転覆した船内から海面に逃れたところ、付近を航行していたプ

レジャーボートに救助された。 

本船は、同プレジャーボートにより御前崎港にえい
・ ・

航された。 

気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東南東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１.５～２.０ｍ 

その他の事項  船長は、救命胴衣を着用していた。 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 あり 

判明した事項の解析 本船は、御前崎港東方沖において、船内に打ち

込んだ海水が右舷側に滞留し、船体が右舷側に傾

斜した際、引き続く波を左舷方から受けたため、

傾斜が増大して右舷側に転覆したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が、御前崎港東方沖において、船内に打ち込んだ海水が

右舷側に滞留し、船体が右舷側に傾斜した際、引き続く波を左舷方から受

けたため、右舷側に転覆したことにより発生したものと考えられる。 

 

 

 




